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１ 目的 

 千葉県の九十九里平野では，水田や河川などの水域に天然ガス（メタンガス）の湧出が泡によって確認で

きる１）。この天然ガスの湧出の原因は，千葉県の地下に分布する“水溶性天然ガスを包含する上総層群”か

ら断層や砂層を通じて地表までガスが上昇しているためである２）。 

また，九十九里の海岸及び海域からもガスの湧出は確認されており，特に，干潮時に砂浜となる地域にお

いてガスが湧出する地点では，砂が濃青灰色を呈し硫化水素臭を放ち，この砂から滲み出る水は，硫黄の成

分により緑黄色～黄色及び白濁色を呈する現象が認められる場合がある３），４），５）。これらの発生メカニズム

として以下のように考えられている。メタンガスを食料とする古細菌によって還元状態が形成され，還元状

態で活性化する硫酸還元菌が塩水地下水中の硫酸イオンを還元し，多硫化物イオンが発生し緑黄色～黄色地

下水が形成される。この緑黄色～黄色地下水に海水及び大気が接触すると，白濁したようにみえる硫黄のコ

ロイド等が形成される６），７），８）。 

 本報告では，これまでに実施した九十九里浜南半部での調査から，硫化水素臭及び潮溜まりの白濁が発生

する可能性があるガス湧出地点の位置情報を整理した。 

 

２ 調査範囲および調査方法 

九十九里浜南半部にあたる片貝漁港〜東浪見までの海岸線である。調査は，海岸線を踏査し，ガス湧出孔

の目視による確認，硫化水素の臭気による確認を行った。 

 

図１ 潮溜まりに湧出した緑黄色～黄色地下水と白濁の様子 

 

３ 九十九里浜南半部の海岸におけるガス湧出地点 

 これまでに九十九里浜南半部においてガス湧出を確認することができた地点は，片貝漁港南方（図２a），

真亀川河口付近（図２b），一松海岸（図２c）である。片貝漁港南方，一松海岸，真亀川南方の C, D, Eのガ

ス湧出地点では，ガスのほかに青灰色砂及び黄色地下水が確認されている。 



 

図２ 調査範囲と 2007年〜2020年までに海岸で確認されたガス湧出地点 

赤枠：調査範囲  黒枠(a)(b)(c)：調査範囲の拡大図  桃色丸：ガス湧出地点 
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